


学会事務局からのお知らせ ホームページで 最新情報を確認下さい。

１．今後の予定

コンテンツ部会について
広報委員会 広報コンテンツ部会から活動内容についてお知らせ

(文責)大幸 淳

本部会は髙橋前理事長が、医療BSCの「学び直し」の提案と「学会員増強」の一環
として、紙媒体とWEB媒体で医療BSCをより広く知ってもらうために、活性化を図るプ
ロジェクトとして生まれました。紙媒体は、「薬局」（南山堂）から昨年5月から12月号
まで連載しました。「月刊保険診療」（医学通信社）では、昨年7月スタートして本年6
月まで連載が続きます。「看護展望」（メヂィカルフレンド社）では、昨年4月と12月号
でBSC特集を組み、本年は1月から1年間連載しています。今回ご報告するのは
WEBでの広報です。

安定した新規学会員の獲得を目指し、広報委員会の下部に所属する部会という
形で2022年4月より活動を開始しました。２か月に１回程度会合を開き、これまでに
大きく２つのコンテンツの立ち上げを計画し、早い段階での公開に向け準備を進め
ています。

ひとつはBSCを聞いたことがある程度の若い世代の医療従事者を対象に、直感的
かつ手軽にアクセスできる動画コンテンツを作成します。コンテンツは同世代の学会
員が正統な医療BSCのポイントを解説する形とし、YouTube上でHBSC channel(仮
称)を立ち上げ公開することで、学会ホームページへのアクセスへ繋げる取り組みと
します。もうひとつは学会ホームページの閲覧が学会参加への動機づけに繋がる
仕組みとして、HBSCに関連した講義を理事の先生方に動画撮影していただき、学
会員限定で閲覧できるコンテンツを作成する取り組みです。この２つのコンテンツに
より、HBSCに興味のある医療従事者の掘り起こしと、学会参加への動機づけを行う
ことができると考えております。

その他にも学生会員の新設や、学会員からの質問に対し専門家からアドバイスが
受けられる制度の新設などのアイディアが出されており、効果的な対策を行いなが
ら学会員の増加に繋げていきたいと考えております。多くの学会員の先生方に、ご
協力を仰ぐことになろうかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

少子化対策の経済効果は年金の負担という先の長い話ではない。妊娠した
時点から新たな需要・消費の増加が始まるのである。妊婦が必要な物品、赤
ちゃん、こどもが必要な物品は多種多様であり、それらは時を待たずに消費
という形でお金を回してくれるはずである。つまり受胎からはじまって成人
するまでの支出は一人当たり年間50～150万円に上り、それが経済を回す動

力となるからである。そして多くのこどもは新し知識を学習し、成長して成
人となり生産人口に加わるということになる。したがって有効な少子化対策
はそれ自体がローリスク・ハイリターン投資と言えるのではないだろうか。
その点で国債は少子化にこそ発行されるべきであり、同時に行政の成果を判
定する評価基準の刷新も進めるべきである。
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１．今後の予定

① 2023年度事業計画について
【年間スケジュール】

・ BSCファシリテーション講座
日時 ： 2023年7月23日（日）
会場 ： 日本経済大学6号館

・ BSCワークショップ / 認定指導者研修実技編
日時 ： 2023年10月21日（土）～22日（日）
会場 ： 日本経済大学6号館

・ 認定指導者試験
日時 ： 2023年12月9日（土）
会場 ： 日本経済大学6号館

※ 開場は変更する可能性があります。
最新情報・申込み等詳細は、ホームページにて、ご確認下さい。

② 第20回日本医療バランスト・スコアカード研究学会学術総会
テーマ ： 「 事務部門の参謀力強化

〜次世代の病院経営を担う中核的専門人材を目指して〜 」
大会長 ： 北海学園大学 経営学部 教授 関谷浩行
開催日 ： 2023年8月25日（金 ）

（※ 詳細は最終ページをご覧ください）

③ 令和５年度 個人・賛助会費納入のお願い
2023年度年の請求書（振込用紙）を郵送しております。お早めにご納入いた
だきますようお願いいたします。ご納入いただけない場合、定款第9条2項に
より、会員資格を喪失いたしますのでご注意ください。

2．理事会報告

第11回理事会報告
2023年3月7日（火）に第11回理事会が開催された。主な審議内容は、2023年

度事業計画、予算、新社員、新理事・監事について審議がなされた。最終承認
は社員総会でとなる。また、2022年の各委員会の活動報告、第19回学術総会
報告、第20回学術総会進捗報告がなされた。

第20回学術総会は、北海学園大学 関谷浩行教授が学術総会会長となり、
2023年8月25日（金）同大学豊平キャンパスにて対面での開催予定である。
学術総会最新情報、2023年度の主な活動については随時ホームページにて公
開いたします。ご確認のほどよろしくお願いいたします。

今後の予定：理事会2023年6月6日（火）、社員総会2023年6月27日（火）
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次期日本医療バランスト・スコアカード研究学会 学術総会会長を拝命して

第20回日本医療バランスト・スコアカード研究学会 学術総会会長
北海学園大学 経営学部 教授 関谷 浩行

第20回日本医療バランスト・スコアカード研究学会 学術総会会長を拝命しました北海学
園大学の関谷と申します。学会のニュースレターに寄稿させていただく機会を頂戴しました
ので、誌面をお借りまして次期学術総会のご案内をさせていただきます。

第20回の学術総会は2023年８月25日（金）、北海学園大学豊平キャンパスにて対面形式
で開催いたします。北海学園大学は、開拓間もない北海道の社会的要望に応えて1885年
に創設した北海英語学校を起源として、1952年に誕生した北海道における最初の私立大
学です。本学は北海道内企業の出身大学別社長数が第１位（885人）です。また、国家公務
員一般職（行政）の合格者数は、北海道・東北地区の私立大学で第１位（全国で16位）にな
るなど、北海道のひいては日本の産業を支えるような、社会的要請に応えうる人材を輩出
しております（順位は大学案内2022年度より引用）。

さて、今回の学術総会のテーマは、「事務部門の参謀力強化〜次世代の病院経営を担う
中核的専門人材を目指して〜」とさせていただきました。バランスト・スコアカードの運用を
はじめ、病院経営を支援するうえで重要な役割を果たすのが事務職員の方々です。

民間企業では近年、インタンジブルズ（無形の資産）である人的資本経営が注目されてお
り、人的資本の情報開示や投資戦略などの議論が盛んに行われております。これまでの
常識が通用しないVUCA（ブーカ＝変動性、不確実性、複雑性、曖昧性）時代において、病
院経営の意思決定や戦略の実行を支える事務部門の優れた参謀としての力がより一層求
められています。今回の学術総会では事務部門の参謀としての役割に焦点を当てて存分
に議論したいと思います。

学術総会の開催時期は、例年と異なり８月の平日開催とさせていただいたため、皆様に
はご迷惑をおかけすることになり誠に申し訳ございません。また、懇親会につきましては、
新型コロナウイルスが５月８日に季節性インフルエンザなどと同じ５類に移行されますが、
未だ終焉を見通すことができず、繰り返し押し寄せる波を前に不安な日々が続いているた
め、開催しない運びとなりました。

本学会が開催される豊平キャンパスは札幌都心に近く、地下鉄東豊線さっぽろ駅から６
分で到着します。下車駅は学園前駅、出口直結という大変アクセスしやすい場所にござい
ます。夏の北海道にはジンギスカン・魚介・メロン・アイス・ビールなどの魅力ある食べ物や
美しい観光地など楽しみがたくさんあります。
魅力あふれる北の大地、北海道で皆様のご参加をお待ちしております。


